
掘った土による版築

人の経路×雨の身体化

雨のシークエンスによる分節
天水と地水脈を結ぶ
フィルターとしての建築

天（雨）

大地

海への回帰

都 市 に 降 る 雨 と 建 築

本計画では建築の中心に雨を据えて雨と建築の関係を再編する。暗渠化された渋谷川上流と雨を結びつけ、水辺と生活、内在化された人々の欲求意識への喚起を試みる。

03 ｜雨→水脈プロセス

本来あるべき天水が地水脈に戻っていく様子を全
体で構成する。

「分節」
雨を受けた建築は、「収集」・「分岐」・「細流」・「合
流」・「回帰」
「遠景」の分節によりリニアな建築の中で、無形の
雨に形を与える。

「版築による構法」
地水脈が眠る海抜高さまで、敷地の一端を掘り下
げ、掘り起こした土によって地上階の建築を起こ
す。版築によって渋谷の古層と真新しい渋谷の間
を人々は往来し、本物の地面の中で露草を体験す
る。

「人の経路・身体化」
建築を通して形を得た雨は、人々の生活の中の経
路と交わり身体化される。雨と人が交わる無常の
シークエンスを設計する。
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02｜計画
　02-1 渋谷と雨

計画敷地は東京都渋谷区。渋谷駅から原宿にかけて山手

線と並行して広がる神宮通公園 200 メートル。渋谷は近

年最も早いサイクルによって、あらゆるものが解体され、

最新化してきた。それに伴い渋谷が保有する水脈資源は

遠のき、水辺の生活は過去のものとなった。この場所に本

来あるべき天水から水脈までの道のりを建築によって呼

び起こす。

　渋谷の地層断面

　02-2 計画プログラム

雨の建築の下、最小限宿泊施設と貸しオフィスを提案す

る。

(a) 最小限宿泊施設

渋谷という都市の高速なサイクルに応じて、ミニマルな

宿泊施設を選定する。衣食住の最低限を担保し、そのほか

の各機能目的は、全体のリニアな敷地の中で補完される

計画。

(b) 貸しオフィス

様々なサミットや集会の場所として貸しオフィスを提案

暗渠化された渋谷川上流敷地：東京都渋谷区神宮前

神宮通公園

高低差約 10m

| 序論　

　近代建築は雨を排他的に捉えてきた。外部に対し
ては密閉されていて気密性の高さを求め、基本的に
外の環境からいかに自分を守るかということから壁
と屋根によって構成されたものが、現在の都市を形
作る。高密度化された都市では、雨の処理はすみやか
に個有の建築で解決を強いられ、樋やパラペットに
よって、その流れはパイプの中に収められていった。
　この事実によって都市生活が成立するために建築
がもたらしたものは、単に建築の各所の問題ではな
く、自然と人との関係に偏りを与え、雨ないし、私た
ちが見ていた風景は内在化されていったのではない
だろうか。雨は建築が雨風を凌ぐシェルターであっ
ても、そのシェルターを通して情緒深いものであっ
た。本計画では建築の中心に雨を据えて雨と建築の
関係を再編するとともに、内在化された人々の欲求
意識への喚起を試みる。

01 ｜雨水から水脈へ　

　東京また近郊は、自然ないし水辺との親しい生活が
あった。しかし都市発展に伴い固められた道路によっ
て多くの水脈は閉じられ一部の川を残しそのほとんど
が暗渠化されている。
　現在の渋谷川もまた、本来の川の姿から形を変え渋
谷ストリームとして川の一端であるかのように佇んで
いるのが現状である。
本来あるべき天水から水脈までの流れとその間にある
建築の関係を設計する。

02 ｜計画「渋谷と雨」

　計画敷地は東京都渋谷区。渋谷駅から原宿にかけ
て山手線と並行して広がる神宮通公園約200 メート
ル。渋谷は近年早いサイクルによって、あらゆるもの
が解体され最新化されてきた。それに伴い渋谷が保
有する水脈資源は遠のき、水辺の生活は過去のもの
となった。この場所に本来あるべき天水から水脈ま
での道のりを建築によって呼び起こす。

「計画プログラム」

　渋谷における雨の建築の下、以下のプ複合プログ
ラムを計画する。
①短期滞在施設
②中～長期型滞在施設（ゲストハウス）
③貸しオフィス
④貸し会議室
⑤公園、プロムナード

「渋谷地形断面」

　現在、開渠されている渋谷川の海抜高さ約15m まで
敷地の一部を掘り下げることにより、眠っている水脈
を起こし雨の通り道を設計する。神宮前通公園は海抜
高さ23m のところにあり、渋谷駅中心に向かって緩や
に下っていく。

概
要

敷
地
選
定

全
体
構
成



荷風と今に見ない都市論 解釈

雨と
五感
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・(a) せめんとにかためられて再び露草の花を見ず
・(b) 今日に至る過去の生涯に対する追憶の道
・(c) 物ふり山坂おもしろけれど果てしなく水遠し
・(d) 花を愛し、風景を眺め古跡を訪（と）う事
・(e) 東京地図は幾何学の如く江戸絵図は模様のようである

・(f ) 静寂の気

・(g) 日陰の生活
・(h) 便利というほど意味なきものはない
・(i ) 日本の自然は尽く強い色彩を持っている
・(j ) 無限の慰藉
・(k) 唯何となしに日本の遠景は平たく見える

・（l) 水流に映ずる市街燈火
・(m) 彼方此方から幾筋の細い流れがやや広い掘割を中心
にして一箇所に落ち合って来る処、もしくは深川の扇橋の
如く、長い掘割が互に交叉して十字形をなす処である
・(n) 処々の下水が落ち合って次第に川の如き流をなす溝川
の光景
・(o) 雨上がりの晴れた空と日光の下に、或時にかえって一
種の壮観を呈している事がある
・(p) 一つ一つに離して見れば極めて平凡なものを集合して
一団をなすときには、此処に思いがけない美麗と威厳とが
形造られる
・(q) 大いなる休息、官覚の慰安

・(r) 日陰の薄暗い路地
・(s) 細民の棲息する処、詫住居の果敢なさ
・(t ) 一度や二度通り抜けた位では容易に判明すべきもので
はない
・(u) 自然とその種族ばかりに限られた通路

・(v) 何故というにこの閑地には繁茂した雑草の間に池のよ
うな広い水溜が幾箇所もあって夕日の色や青空の雲の影が
美しく漂うからである
・(w) 水の流れが大きな堰にせかれて滝をなしている

・(x) 影静かなる水に映ずるさま

・(y) 富士山の遠景

湿 気

ア ト サ キ

動 的 、流 れ

香 り

静 的 、溜 ま り

反 射音 投 影

乾 き偶 発 性 、無 常

掘った土による版築

人の経路×雨の身体化

雨のシークエンスによる分節
天水と地水脈を結ぶ
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04 ｜雨の意識- 五感と反応
する建築-

　雨は私たち人間にとって、生命をつないでいく大切
な要素である。常に在る海や川に対する水の意識と異
なるところは、偶発的な自然の現象という事であろ
う。そのためインフラが整備された今でも、それは捉
える事が難しく、近代化された私たちの意識の上では
不都合なものである。
しかしその表面下では、農業や食料加工の工程、飲料
水、しいては自然の呼吸の一端であり、そのサイクル
の下にいる人間にとって直接に結びつく事物である。
人は故に防水であるし、そもそも水でできている。日
本ではそれを無意識下から拾い上げ、情緒を詩い、画
に起こし、雨を意識化する文化がある。私は無意識な
日常の中で、外が少しずつ湿気を帯びてきて、ひとと
きの影と静寂を帯び、雨が降るのを匂いや目で感じな
がら、部屋の窓辺に居るのが好きだ。それはおそらく
本能的なところから掻き立てられる感覚である。
　濡れずして雨を思うことは、近代化された私の思考
がエゴイスティックである側面、それは雨と私の間に
立つ建築がもたらす関係の延長でもある。それはある
種の建築の可能性であり、雨の建築はそういった感覚
を意識化できることに価値があると考える。

設
計
の
手
法
・
手
立
て

雨
と
形
体

自律的建築＜＜本能
（インセンティブ） （代償的満足）

普遍的要素 変化

内在化された雨
荷風の地図化できない都市論

先進を続ける都市 - 渋谷

文明＞＞他律的建築

雨の建築の意識

五感と反応する
物見（匂いや、音）のフィルター
としてそれらを意識化する建築

映像 ( b ) 無常のシークエンス
建築用語▷晴雨に対応する堀や質
感

映像 (a) セメントの下にある古層の中の生活
建築用語▷掘った先の空間化

映像 ( f ) 凪 - 雨の後の静けさ
建築用語▷波風のない水盤を儲け
る

映像 ( k ) 平たい地平
建築用語▷まっすぐに伸びる長く
平たい面

映像 ( r ) 雨と路地
　　 ( s ) 奥の生活
建 築 用 語 ▷ 雨 を 内 包 す る 動 線、角
度を与える

( w ) 水の香り、水気
( y ) 海という遠景
建築用語▷南に一直線に伸びる溝

映像 ( c ) 水脈の回帰
建築用語▷地水脈まで建築を繋げ
る

映像 ( g ) 暗い空間
　　 (h) 最小限の設えと雨との対峙
建築用語▷明暗の操作

( m ) 流れの変化と分節
建築用語▷雨ゾーニング

映像 ( t ) 変わる経路
　　  ( u ) あ るとき通過できない場
所
建築用語▷晴れ動線雨動線

映像(p) 平凡の集合
建築用語▷乱配置するブロック

映像 ( q ) 雨のための眺望
建築用語▷視界の操作

( x ) 自己の投影を示す水盤
建築用語▷水盤と動線が交わる

映 像 ( d ) 古 跡 に あ る 内 部 の 中 の 外
部
建築用語▷重みを持った壁や天井
の 重 な り と 隙 間 か ら、時 折 差 し 込
む光や風

映像 (i) 無垢の表層
　　 (o) 雨のあとさきで変化する様相
建築用語▷版築の表層

映像 ( n ) 溝側と光線
建築用語▷南に一直線に伸びる溝

映像 ( e ) 立体的無常の体験
建築用語▷晴雨断面構成や空間の
質感

映 像 ( j ) 天 水 か ら 水 脈 ま で の 水 の
流れ
建築用語▷全体で構成する建築の
姿

映像 ( v ) 雑草の余白
建築用語▷隙間のあるペイヴメン
ト

　最新の渋谷に荷風の地図化できない
都市論、すなわち私たちには見えづら
くなった都市への情緒意識を「五感と
雨」を通して解釈し空間化した。荷風
の視座における今はなき都市の情景
は、雨が降ることとそれを受ける建築
によって別な形として私たちの生活の
中に映り込む。

「堰」＿流れる水を止める堰に行為が生まれる幅を
与える

「水盤」＿雨の日に水を溜め晴れの日は溜まった
水が生活を投影する

「 溝 」＿ 地 面 に 刻 ま れ る 雨 の た め の 亀 裂。唯 そ れ
が続く事で雨を想像し、香りや水気を感じる。

「 ベ ン チ 」＿ 晴 れ の 日 は 腰 掛 け、雨 の 日 は そ の 機
能を排するが、ベンチの存在を示す。雨のアトサ
キを感じさせる。

「スリッド」＿流体に形を与える雨の道。雨の日は
ここを流れ、晴れの日は雨への思いを掻き立てる。

「溝端」＿溝に幅を持たせ居場所を与える。晴れの日は乾きを
感じ、雨の日は水辺となって、止んだ後は湿気を帯びる。

「 キ ッ チ ン 」＿ 雨 の 道 を 持 っ た キ ッ チ ン。生 活 の
中で雨が身体化される瞬間。

「テーブル」＿雨の道を持ったテーブル。雨の日は
水の流れの上で机を囲み、雨が身体化される。

①生活＿短期滞在施設 /中～長期型滞在施設
                （ゲストハウス）

②貸しオフィス
③貸し会議室

④公園、プロムナード（経路）

　⑴渋谷界隈で仕事をする人々を対象と
した仮住まいとしての最小限施設、⑵海
外からの留学や出張など中～長期間の滞
在 を 対 象 と し た ゲ ス ト ハ ウ ス を 設 計 す
る。早いサイクルに身を置く人々を対象
に生活の中で忘れかけていた雨への意識
を取り戻す

　予約性の貸し会議室を設計する。雨と
対峙する空間の中で、自然について話し
会う。自然への意識を掻き立てる。

　 渋 谷 か ら 原 宿 の 間 を 日 常 的 に 往 来 す
る人の経路、敷地近辺で働く人々を慰安
する公園、ノマドワーカーなどの為のフ
リースペースを設計する。彼らの日常の
動線に「雨は降る」という事が身体化さ
れるシークエンスを設計する。

　渋谷に短期的に拠点を置く人々の為の
貸し事務所を設計する。渋谷の室内化さ
れた仕事から、外への意識へと接続され
ていく。

｜プログラム

永井荷風（1879-1959)
　浮薄な近代化に対する批判的な意識をもった文学者
である。彼が生きた明治から昭和への文明の進展のなか
で文学において行った事は、逆説的に今日の最新の都市
論として、すでに長い経験なっている私たちに蒙を啓
く、重要な手立てとなる。私たちは生活環境をながめて
自己充足しており、そのことがこの一世紀におよぶ私た
ちの生活場の空間の貧困（フィジカルにもメンタルに
も）を生み落とし、しかもそれが無遠慮にその事態を押
し付けてきた。一方で文明が実践する過去や情緒性の解
体作業に抗して、解体しきれないものがある。「荷風が活
写する「路地」は最も厳密な意味での都市の内部空間を
リアライズした、文明の量塊性の中にあけられた深い亀
裂であり、はてしない暗渠である」
ここに意識の充実からなる、国家権力や文明が地図化で
きない部分がある。荷風的都市への眼差しと意識の充実
から、それらを参照し、設計の手立てとする。
（文献：長谷川尭/ 都市回廊）

日和下駄
　「江戸切図」を持った永井荷風が、思いのまま東京の
裏町を歩き、横道に入り市中を散策する。消えゆく東京
の町を記し、江戸の往時を偲ぶ散策記。荷風の五感的な
視座を通して切り取られた風景は、今に見ない都市論と
なっている。
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1_ ゲストハウス
2_ キッチン、ラウンジ
3_ ホール
4_ 公園
5_ 短期滞在施設
6_ プロムナード

7_ 書架
8_ ホール
9_ 貸しオフィス
10_ 公園
11_ プロムナード

1_ ゲストハウス
2_ 短期滞在施設
3_ 事務室
4_ 銭湯
5_ キッチン・ラウンジ
6_ 貸し会議室
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a-a`section　＿　「遠景」1：500 e-e`section　＿　「古層の中の生活」1：500 i-i`section　＿　「眺望」1：500

p-p`section　＿　「水脈の回帰・始点」1：500i-i`section　＿　「暗い内部」1：500

o-o`section　＿　「ある時通過できない場所」1：500

m-m`section　＿　「経路」1：500

l-l`section　＿　「奥の生活」1：500

f-f`section　＿　「水盤」1：500b-b`section　＿　「香り」1：500

c-c`section　＿　「溝側と光景」1：500 g-g`section　＿　「凪」1：500

h-h`section　＿　「最小限の設え」1：500d-d`section　＿　「回帰」1：500
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「雨のための眺望」

「水脈の回帰」 「セメントの下にある古層の中の生活」

「凪、雨の後の静けさ」 「水脈の回帰、始点」

「ある時通れない場所」 「暗い空間」


